
『埋文やまなし』 50 冊のあゆみ

創刊号

第13号縄文トーク 2002

山梨県埋蔵文化財センターの広報紙として出発した『埋文やまなし』も今号で 50 号。デジタル化が進む中で、『埋文やまなし』が進むべき道は・・・

『埋文やまなし』のこれまでとこれからについて、みんなで考えました。

第45号特集！鉄門

第 2号 謎の「柄鏡形敷石住居」

第 15 号甲府城「稲荷櫓復元工事」

第 3号 遺跡に行こう「金生遺跡」

」跡遺々堂「 号4第

第 5号 土器の絵「桂野遺跡」

第 7号 古代へのカギ「久保田遺跡」

第 8号 甲州金出土「鰍沢河岸跡」

第 9号 酒造 ?土器「原町農高前遺跡」

第 10 号 甲府城跡「稲荷櫓台石垣」

第 11 号 山梨の遺跡展 2001

第 12 号 敷石住居「宮の前遺跡

第 14 号鰍沢河岸「埋没石垣」

第 16 号特集整理作業最前線

第 17 号谷に捨てられた土器「足原田遺跡」

第 6号資料普及課開設

第１８号稲荷櫓竣工

第 19 号塚越遺跡

第 20 号速報！玉川金山遺跡

第 21 号 特集 遺跡はどうやってみつけるの？

第 22 号 墨書土器「滝沢遺跡」

第 23 号 山梨の歴史はここまでわかった

第 24 号 整備が進む銚子塚古墳

第 25 号 木製補強材を使用したカマド

第 26 号 中世寺院大特集号

第 27 号 発掘調査が語る風林火山

第 28 号 発掘体験セミナー

第 28 号 発掘体験セミナー

第 29 号 遺跡から見た山梨の地域性

第 30号 出土品から見る食生活

第 31号 埋蔵文化財をもっと活用しよう

第 32号リニア実験線の下に眠る遺跡たち

第 33号山の神々と考古学

第 34号　銚子塚国指定80周年

第 35号　遺跡を再度掘る意義と成果

第 36号　特集古代山梨の住居を探る

第 38号　平成22年度発掘調査速報

第 39号　甲府城鉄門復元中！

第 40号　特集富士山への信仰　

第 37号　甲府城落書き消し大作戦

第 41号　特集！西関東連絡道路の発掘速報　

第 42号　甲府城下町をめぐる

第 43号　山梨県埋蔵文化財センター開所30周年　

第 44号　体験してみよう古代の生活スタイル　

第 46号　特集 発掘体験

第 47号　全国古代体験フェスティバル　

第 49号　発見された県庁地下の甲府城

史跡資料普及課が開設されたのは、平成 12 年度です。その背景には、埋蔵文化財の活用を推進するという行政上の課題がありました。
また、平成 14 年度から小中学校で実施された「総合的な学習の時間」に対応するためでもありました。
開設当時の課題として、
・多様なニーズに応じた学習プログラムの開発・改善に努めること
・学習支援の方法について理解を深めること
・各種教材の作成をすすめること
・考古博物館との相互補完的な連携をすすめること
があげられています。

現在までに山梨県埋蔵文化財センターでは、様々な教材の開発をおこなってきましたが、活用の面ではまだまだ課題が多く存在します。
・出前支援・学校への資料貸出などの事業での利用校の偏在
・教育の主体である児童・生徒へのアプローチ手法のあり方。
・現場教員との相互補完的な連携のあり方。etc

数字で読む山梨県埋蔵文化財センター

『埋文やまなし』でとりあげた遺跡数　のべ133遺跡

出前支援事業をおこなった学校数　のべ84校

収蔵資料を貸し出した施設数　のべ250施設

遺跡調査発表会参加人数　4027人(統計の残る1995～)

甲府城展参加人数　28565人

山梨の遺跡展観覧人数　7049人

研究紀要への論文掲載数　188本

HPへのアクセス数　75377件　(統計の残る2013年～)　

調査報告書刊行数　304集

発掘調査件数　5195件(1981～)

『埋文やまなし』50号に寄せて

　私は今年度に当センターの一員に加わりました。その私が４９号までのバックナンバーを見返すなかで、とっても感動

したのは３７号の「甲府城落書き消し大作戦！！」特集です。落書きが目立つ甲府城跡の文化財石垣について、集まった

こどもたちの手で美しさをとりもどそうというチャレンジでした。表紙を飾った集合写真、みんなすばらしい笑顔でした。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（今年度新人のｋ）

バックナンバーいち押しは これっ！

　１９９８（平成１０）年の１０月に創刊されて以来、しばらくはモノクロ刷でした。２５号になって片面のみ４色刷と

なりましたが、この色がついたページにボクが写ったの写真が掲載されました。ちょっと誇らしく・・・。そして２７号、

ついに全面カラーに。進化してきたなぁ～。ぼくもその早さに置いてかれないようにがんばんなきゃ・・・。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ずぶん旧人のＯ）

そんなこともあったっけ・・・

　こどもの頃、毎月買っていた月刊誌がいつも楽しみだった。机の書棚に並べては、ことあるごとに読み返していた。た

だのめずらしさだけではない。開いてみれば、読んで、つくって、いろいろ想像の広がる楽しい世界がある。雨が上がれ

ば、みんなで遺跡にでかけてみよう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　（先々を夢見るＸ）

100 号をめざして・・・

第48号　甲府城の追手門の石垣あらわる　


